
シモーヌ・ヴェーユにおける

感受性-の基礎的研究の証明と展開

〔I〕

村　　上　　吉　　男

筆者はこれまでの拙論(1)において,そこに取り上

げたシモーヌ・ヴェーユ(1909年-1943年)の初期の

諸作品からsensibilite(感受性と訳す)なる単語に

着目し,その感受性の意味と用法を浮かび上がらせる

とともに,これを彼女独自の思想と位置づけてきた。

さらに前回の拙論(2)では.初期の諸作品に見出さ

れる感受性の意味と用法(感受性の思想)をもって感

受性の基礎的研究と称し,この基礎的研究の証明がぜ

がひでも試みられなければならないと指摘しておいた。

そこで.今回の拙論は当然,この指摘に添って書か

れる必要があるし,感受性の基礎的研究の証明を可能

にさせるテクストはむろん,彼女が後日(初期の諸作

品以降)に記す作品のsensibiliteを中心にした文章

にあって,それを参照するほかないといえよう。しか

ち,以下に掲載される文章(例文)は,前回述べたよう

な掲載の条件を満たすものでなければならないが(3)

決して例文自体の文意について詳述されるに値するの

ではなく,あくまで感受性の意味と用法を証明するた

めにのみ用いられなくてはならないということになる

(かかる理由あるいは紙数の制限もあって.例文(引

用文)の全訳は省略せざるを得ないと予め断わってお

く)。

証明1 「Lettre & M.BERNARD ou Lettre &

un ingenieur directeur dUsine CHID (M.ベル

ナールへの手紙またはある技師長への手紙〔Ⅲ〕 )」

(1936年3月)より…。

- H me semble que n importe quelle souffrance

est raoins accablante , risque moins de degrader,

quandonconcoitlemecanismedesnecessites
quilacausent;etquecestuneconsolation
delasentircompriseetdansunecertaine
mesurepartageeparceuxquinelasubissent
pas.Deplus,onpeutpeut-etreobtenirdes
ameIiorations.
Jesuisconvaincueaussiquedececote
seulementonpeuttrouverunstimulant
intellectuelpourlesouvriers.IIfauttoucher
pourinteresser.Aquelsentimentfaireappel
pourtoucherdeshommesdontlasensibilite
estquotidiennementheurteeetcoraprimee
par1asservissementsocial?IIfaut,jecrois,
passerparlesentimentmemequilsontde
cetasservissement.(傍線部分は筆者)

この引用文中の名詞souffrance(苦しみ)や

sentiment(感情)とsensibilite(感受性)は,かか

る名詞の区別をもって書かれるかぎり,当然それぞれ

異なる内容を有するとみる必要があろう。ただし,

sonffraneeは抽象的なsentimentに較べ具象的な意

味を示したり,ときにはsentimentの一種類,とき

にはそれより激しく強いものとされるemotion(情

動)やpassion(情念)に相当したりすると理解され

るだろう。しかし,sensibiliteがシモーヌ・ヴェーユ

にあって,souffranceやsentimentと同じ能力に

なると捉えられることはない。

それはなぜか。傍線部分を中心にした文章から最後

の文章にかけて語られる内容に注意しよう。すなわち.

それは,「感受性が社会的奴隷化によって毎日傷つけ

られ抑圧されている労御者たちに訴えるためには,い

かなる感情に助けを求めるべきか。思うに,彼らがこ

の奴隷化について抱く感情にこそ訴えるべきである」

とされることにおいて,後者の文章中のくこの奴隷化
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について抱く感情)が,前者の文章中のく社会的奴隷

化によって毎日傷つけられ抑EEされている)感受性

(これは属詞としてのheur縫eやcompnmeeを

sensibiliteの付加的併飾語と解釈するものだ)を原

因にして生み出されてくるとみることができるからで

ある。たとえば,引用文における先きのsouffrance

ち, d色grader (堕落させること)ち,シモーヌ・ヴェー

ユの場合,く毎日傷つけられ抑圧されている感受性)

なしには生まれてこないことがここに明確になってい

る。

とすれば,く毎日傷つけられ抑圧されている感受性)

は労働者たちあるいは私たちにとって(ここで私たち

の感受性がく毎日傷つけられ抑圧されている〉かどう

かは問題にしなくてよいと思うが),ともかく人間に

飛び込んでくるもの,受け入れられてあるものになる

だろう。人間に飛び込んでくるもの,受け入れられて

あるもの,すなわちsensibilit色とは,心理学・生理

学的用語に従うところの刺激ということになろう。こ

れに対して, souffranceやsentimentは反射になる

'ォ**

そこで,この刺激としてのsensibiliteと反射とし

てのsouffranceやsentimentが無関係でないこと

をさらにみておこう。筆者はく感受性が社会的奴隷化

によって毎日傷つけられ抑圧されている)とされるな

かで,く毎日俗つけられ)るのは,またく毎日抑圧さ

れている)のは労働者にとってそれぞれどこかをまず

問うてみる。前者では肉体労働によって酷使される身

体,後者では工場長の監視や命令などによって重圧を

受ける清神がこのどこかに故当するように思われる。

そしておのおののく毎日傷つけられ抑圧されている)

感受性が身体や精神に重くのしかかってくる(飛び込

んでくる,受け入れられてある)ことは,普段のまま

の身体や清神の状態よりく筋つけられ抑圧されている〉

ような動き(運動)がそれらに加わったことを意味さ

せると捉えられるのだ。かかる動きも感受性になると

いえる。いやこれこそシモーヌ・ヴェーユのいう感受

性にもっともふさわしくあるのだ。しかもこの動きが

く佑つけられ抑圧されている)と記されるのは,感受

性をこうした形容において表現する彼女の知性の働き

によるのであり,感受性自体の作用に起因するのでは

ない(感受性自体が傷つけられ抑圧されていることを

示すのではない)とみておく必要がある。しかし,当

の労働者にとって実際く傷つけられ抑圧されている),

あるいは現実のsouffranceとは,この刺激としての

感受性を契幾にして生まれ出た感情(または情動また

は情念)にほかならない。彼女に従えば,感受性なる

刺激が精神(脳)に受け入れられそこに局在する想像

と混交して受動的感性なる反射をさらにもたらすとい

うことであるが.この受動的感性こそここに記される

感情(情動,情念)になると断言してよいのである(S)。

前段を踏まえると,さらにまた,身体にとっての刺

激である感受性.精神にとっての刺敦である感受性,

いいかえると身体や精神のそれぞれに対する刺激とし

ての感受性があることを確認し得る。この点からたと

えばそのうえ,身体的疲労(身体における刺激として

の感受性がもたらすもの)が精神に影響したり,精神

的疲労(精神における列数としての感受性がもたらす

もの)が身体に影響を及ぼしたりする場合もあると考

えられる。なぜなら,シモーヌ・ヴェーユはheurtとe

とcomprim色eを等位接続詞にて同等に配するがゆ

えに,く傷つけられ)るという感受性(身体における

感受性)も精神にとっての刺激となり,く佑つけられ〉

るとする感情(反射)になり得るとみることができる

からである。労働者の現状はおそらく,それらの場合

の相乗作用によって,く傷つけられ抑圧されている)

ことやsouがraneeという感情(情軌　情念)を感じ

るそれでしかなくなるであろう。

証明2 「Quelques reflexions sur les origines

de lhitlerisme (ヒットラー主敦の起源に関する若

干の考察)」 (1940年1月)より紬)。

La cruaut色Ia plus horrible apparait dans
l

cette histoire autant que la perfidie, et, sy

combine. Nul na jamais 6gal色Ies Romains

dans lhabile usage de la cruaute. Quand la

cruaute est l effet d un caprice, d une sensibilit色

malade, dune col色re, dune haine, elle a

souvent des cons色quences fatales A qui y

cede ; la cruaut色froide, calculee et qui constitue
l

une m色thode, la cruaut色qu aucune instabilite

d humeur, aucune consid色ration de prudence,

de respect ou de piti芭ne peut temp芭rer, A

Iaquelle on ne peut esp色rer echapper ni par

le courage, la dignit色et lenergie, ni par la

soumission, les supplications et les larmes,

une telle cruautとest un ins廿ument incomparable

de domination. Car芭tant aveugle et sourde

comme les forces de la nature, et pourtant

clairvoyante et pr色voyante comme 1 intelligence

humaine, par cet alliage monstrueux elle
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paralyse les esprits sous le sentiment d'une

fatalit色. (傍線部分は筆者)

ここでも,証明1でみたように, sensibilite　と

sentimentはそれぞれ異なる内容を有するが, sentiment

はsensibilit色に関与して生み出されることが明かさ

れている。いやこの点は証明1よりさらに明確になっ

ている。なぜなら, 「残忍さが気まぐれ,病的感受性,

怒り,憎しみの結果」と記され,長後の行近くでは

「残忍さは運命に対するがごとき感鮪で,人間を麻痔

させてしまう」と語られることによって,残忍さが感

情に相当し,この感情は病的感受性の結果生み出され

ると読み取れるからである。以上のことをいいかえる

と,刺激としての感受性.反射としての感情と捉える

ことが,それぞれsensibilit色と　sentimentなる単

語のもつ異なる内容のひとつになるし, sensibilit色

とsentimentがかかわらざるを得ないのは, sensibilit色

がそれに形容詞maladeを付加させてはじめて,

sentimentなるcruaute (残忍さ)に対応するとい

うことだ。

残忍さに結びつかせる感受性が病的感受性というわ

けだが,しかしく病的)と名付けられるのはなぜか。

これも証明1のく毎日傷つけられ抑圧されている)と

いう修飾語の付いた感受性と同様に考えておけば,

く病的)なる種類の感受性が本来あるとはいえないだ

ろう。むしろく病的)は,感受性自体がく毎日傷つけ

られ抑圧されている)という例のように,現実の動き

を伴わせるところで使われるのではなく,感受性が残

忍さの中味を形成するものと関係するところで用いら

れると捉えることに,その理由が見出せる。その場合,

刺激としての感受性が精神に受け入れられるにしても,

それほどの動きにないものならは,この感受性より混

交を可能にする他の想像の方が量的にまさるといえる

のであって,混交能力(受動的感性-感情-残忍さ)

の大勢を占めるようになるのだ。シモーヌ・ヴI.-ユ

が語るローマ人の残虐・背信行為はその増幅も助長も

されよう想像でもって現実化されたものである。それ

ゆえ,感受性がかかる想像と混交する(感情になる)

わけだから,その残忍さにふさわしいとみるく病的)

なる形容詞が感受性に付されたと理解するのだ(残忍

さには感受性も混じるがゆえに,感受性にく病的)が

添えられたと解釈しておこう)。いいかえると,感受

性がく病的)とされるほどのものになっているから.

その刺激と想像が混交して生まれる感情は残忍さを惹

起させるのである。

証明3 「Venise sauvee (救われたヴェネチア)」

(1940年9月)より(1)。

Le mal que nous ferons est n色cessaire,

dailleurs il sera court et il y en aura peu.

La pitiとna jamais arrete personne. C'est

une芭motion superficielle de la sensibilite

qui est souvent la faiblesse des plus genereux,

mais ne p芭n色tre jamais au fond de lime.

Ceux qui disent avoir色t色arretes dans une

action par la piti丘, ils emploient ce mot

pour d色guiser leur peur. (傍線部分は筆者)

この引用文もまた,証明1証明2で語った内容をさ

らに明らかにさせるものと受け取ることができる。次

の文章に注意しよう。すなわち「あわれみは誰も決し

て留めはしない。それは感受性のうわべだけの情動に

すぎない-」という箇所は,くあわれみ)がemotion

(情動)(あるいはデカルトに従えばpassion (情念)(.))

であり,情動は感情の赦しく強い能力として,そこ

(傍線部分を中心にsuperficielleを省いた箇所)杏

く感受性の感情〉に匿換が許されると,一方では感受

性と感情はそれぞれ異なる内容をもつ単語であること

を意味させ,他方では感受性の感情であるかぎり,両

者には何らかの関係があることを示唆させるのである。

改めて説明するまでもないが,シモーヌ・ヴェ-ユに

あって.感情(情動,情念)は感受性から生み出され

るということが,これらの単語の内容の相違とそれら

の関係をさしてくるのだ(証明1証明2参照)0 (なお,

ここで情動がくうわべだけの情動〉とされることにつ

いては,この形容詞は登場人物に語らせるものであっ

て,彼女本人の本心から出てきたものでは決してない

と捉えておくべきである)0

証明4 「Descente de Dieu (神の降臨)」 (1941年)

より(9)

Comme un erJant apprend lexercice des
sens, la connaissance sensible, la perception

des choses qui l entourent, comme plus tard

il acquiert les mecanisraes de transfert analogues
qui sont lies A la lecture ou A Ia sensibilitと

nouvelle qui accompagne le maniement des
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outils, de meme lamour de Dieu implique

un apprentissage. Un enfant sait d abord que

chaque lettre correspond k un son. Plus

tard, en jetant les yeux sur un papier, le
son dun mot lui entre directement dans la

pensee par les yeux. De m6me nous commencons

d abord par savoir abstraitement qu'il faut

aimer Dieu en toute chose.刑us tard seulement

la presence bien-aimee de Dieu entre A

chaque seconde au centre de notre五me A

travers tous les incidents grands ou petits

qui composent le tissu de chaque journ色e.

Le passage a cetとtat est une operation

analogue k celle par laquelle un enfant apprend

& lire, par laquelle un apprenti apprend un

metier, mais analogue surtout k celle par

laquelle un enfant tout jeune apprend la

I治rception des choses sensibles. (傍線部分は
mm)

この引用文の冒頭の文章,すなわち「子供が,感官

の訓練,感覚的知乱　自分を取りまく諸物の知覚を学

ぶように,またやがて読書,あるいは道具の操作に伴

う新たな感受性に結びつけられる撰似の伝達のメカニ

ズムを獲得するように,神への愛もひとつの見習いを

含んでいる」とされるところから検討してみよう。そ

こで其先に問われるのは,く新たな感受性)とは何か

ということである。これはく新たな)と形容される感

受性である以上,少なくとも証明1, 2, 3でみた刺

激としての感受性と異なっているものでなければなら

ない。結語からいうと,く新たな感受性〉とは,刺激

としての感受性が反射される反射としての感受性を意

味させるのだ。後者は前者を起因にせずして,く新た

な)が付される感受性にはなり得ない。後段で感覚に

ついても述べるが,たとえば,この刺激としての感覚

がシモーヌ・ヴェ-ユにあって,く新たな感受性) (反

射としての感受性)になることは絶対にない。この訳

文箇所において,刺激としての感覚や刺敵としての感

受性のことは不問にされているにしても(主節を除い

た訳文箇所が何を語るかを問うのも後段に映る),刺

激としての感受性こそがく新たな感受性に結びつけら

れる・-伝達のメカニズム)に関与しているのでなけれ

ばならないのだ。刺激としての感受性がく伝達のメカ

ニズム〉に伝わるならば,く新たな感受性) (反射とし

ての感受性)に結びつけられるケースがあるというこ

とであろう。しかもこのケースにおけるく新たな感受

也)は,感受性自体が単独で反射されるものだと理解

しておくことができるのである。

ところで,シモーヌ・ヴェ-ユに従えば,今述べた

ばかりの刺激としての感受性がそれ自体だけで単独で

反射される反射のケースのほか,刺激としての感受性

が精神(脂)に局在している能力の想像と混交すると

いう反射のケース,あるいはこの混交に同じく脳に局

在する能力の思惟が結合するという反射のケース(lO)

が考えられていたが,後者二つのケースのこともこの

訳文箇所において不問にされているのだろうか。

確かに.訳文箇所全体は主節と二つの従属節によっ

て構成された文章であり,そのように訳したのだから.

一見して二つの従属節はそれぞれ前者の副詞節が感覚

の反射,後者の副詞節が感受性の反射(これは感受性

自体の単独の反射である)について語られていると理

解し得る。さてここで問題に取り上げるべきは前者の

ことなのである。かかる訳において,この副詞節の内

容が感覚の反射だとみなすことは,く子供が,感官の

訓練)とされることはともかく,く感覚的知識)や

く自分を取りまく諸物の知覚を学ぶ)とする感覚的
・　・　　　　　　　・　・

知鼓または知覚と記されることで了解されよう。知鼓

がたとえば理解していること判別することをさすなら

ば,そこに知性(悟性あるいは理性)の作用が加わっ

ているのであり,知覚の内容が彼女のみているもの(川

であるならば,それは反射を示唆させずにはおかな

いだろう。

しかしながら,ここにシモーヌ・ヴェーユのさらな

る言動を想起させてみると,すなわち彼女が感覚の如

きに対し否定的でしかないことを考えあわせると,彼

女にとって少なくも感覚的知誠という反射に信をおく

ことができなくなるといわざるを得ないのだ。その通

りなのである。かかる反射,あるいは感覚による自分

を取りまく諸物の知覚(反射)を彼女がここで肯定し

ているとは到底認めがたいのである。

そこで,もし原文中のくsensible)を感覚的ではな

く,感受性的と訳すのが許されるならば, la connaissance

sensibleは感受性的知識という訳になって,それが

前記した残る二つの反射のケースに合致すると捉えら

れてこよう(二つの反射のケースのうち,ここではど

ちらかといえば,知識という観点から,混交した能力

にさらに思惟(知性)が結合するとされる最後に述べ

た反射のケースになろう)。これによって,訳文箇所

の二つの従属節は感受性の反射におけるすべてといっ

てよいケースが網羅されることになろう。すなわち,

最初の従属節のなかの感官の訓練では,刺激にしろ反
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射にしろ感受性も感覚と同様　sens (感官)を通るが

ゆえに,子供が,感官の訓練-を学ぶ必要があると理

解できるのだし,自分を取りまく諸物の知覚にあって

は,諸物の反射のひとつに感受性と想像とが混交する

能力(12)あるいはこの混交した能力に思惟が結合する

能力(13)があてはまるといい待るのだ(二つ目の従属節

中の感受性の反射に関してはすでにみた通り,感受性

自体の単独の反射なのであり,一つ目の従属節中の感

受性的知識については既述の通りでここに繰り返さな

い)0

この従属節を以上のように捉えておかないと,訳文

箇所における主節の内容が活きてこないのである。そ

れはく神への愛もひとつの見習いを含んでいる)と記

されるそのひとつの見習いに当たって,シモーヌ・ヴェ-

ユがまさか子供や私たちに感覚的知識のみを学べ諸物

を感覚だけせよとは,また一方の従属節で感覚の反射,

他方のそれで感受性の反射をも認めてしまうことは,

彼女の言動と矛盾をきたすがゆえにどうしても考えら

れないからである。 (神への愛においても,筆者は感

受性自体が単独で反射されることが関与するとみてい

るが,これをもっぱら「感受性の基礎的研究」の証明

ではなく,展開の課題とみなすので,これ以上の言及

はここでは省かざるを得ないといっておく。)

さて,訳文箇所の三つ目の従属節から,すなわち

く読書,あるいは道具の操作に伴う新たな感受性に結

びつけられる類似の伝達のメカニズムを獲得するよう

に)から,筆者はこの新たな感受性(反射としての感

受性)を読書の場合には,精神に起因する感受性の反

射,道具の操作に伴う場合には,身体に起因する感受

性の反射に分けてみることができる。しかしなぜ新た

な感受性がく読書に結びつけられる炉似の伝達のメカ

ニズム〉にかかわることになるのか。これはく類似の)

なる形容詞がく伝達のメカニズム)を修飾しているか

らである。いいかえると,読書にく道具の操作に伴う

新たな感受性)と同様の感受性(反射)がなければ

く類似の〉　とはいえないからである。読書においても

何より刺激としての感受性が伝達のメカニズムを伝わ

り,それが反射されて新たな感受性となる。筆者はこ

の反射としての感受性を称して,精神に起因する感受

性に該当させようといったわけである。

その理由は次の訳文,すなわち「子供はまず,ひと

ろひとつの文字がひとつの音に対応することを知る。

やがて,眼を紙上に投げかけると,ある単語の音が限

を通って直接思惟のなかに入ってくる」ということに

ある。たとえば,ここでいう読書にあっても,ふつう,

ある単語が限(伝達のメカニズム)を通ると表現する

であろう(この場合は黙読と思われる)。さらにそこ

ではふつう,この単語から私たちに受け入れられてあ
●

るものは感覚なのである。しかしくある単語の音〉と

記されることによって,ここには感覚のことだけでは

なく,感受性のこともあわせ考えておかなければなら

ないのだ。ふつう思惟の素材は感覚といわれるが,こ

の感受性もく直接思惟のなかに入)るならば,それは

精神に起因する感受性の反射とみなし得るだろう。少

なくとも音とかかわる刺激としての感受性が限を通る

ということ,それがここでは思惟と関係して反射され

るということへの解釈は,これまでの引用の文意から

成り立つだろう。ある単語の音であるかぎり,ある単

語は必ずや音読されるにちがいない。黙読と同時にか

すその昔であるからこそ(文字や綴字をみないことに

は音は生まれない),シモーヌ・ヴェーユはこの音か

ら受け入れられる感受性でさえ,耳を通るというより

(耳にも聞こえるであろうが)眼を通ると記すのでは

なかろうか。それゆえ,ここでひとまず,この感受性

(刺激としての感受性が精神に受け入れられることに

より精神に起因する感受性)があり,それは外的な感

受性といわれるものになるとみておくのである。

他方,く道具の操作に伴う新たな感受性)とは,こ

れまでに感受性自体の単独の反射であるといい,また

身体に起因する感受性の反射だといってきたところに

該当する。しかしそれはなぜなのか。道具の操作にお

いて誰しも自己の身体を動かすであろう。子供の道具

の操作はたわいもないものだろうが,それでも身体が

使われているとすれば,そこに疲れを覚える子供がい

ても当然である。これは子供ゐ普段の体調と変わった

ことを示唆させる。要するに変化させることは身体の

運動によるのであり,それが身体に起因する刺激とし

ての感受性に相当してくるというわけだ。この感受性

は身体内部(内膳など)に生じてくることをもって内

的な感受性になるとひとまずここでもいっておく。こ

れがまたく新たな感受性に結びつけられる-伝達のメ

カニズム)に伝わっていく。すなわち,身体に起因す

る刺激としての感受性が棉神(脳)に伝達され,く新

たな感受性)としての反射に結びついてゆく。この訳

文箇所の内容はそこに留まっているから,結局はく新

たな感受性)とは感受性自体の単独の反射と理解して
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おくしかないのだ。

むろん,身体に起因する刺激としての感受性が精神

に伝わって反射される場合,感受性自体の単独の反射

のほか,すでにいったような混交や結合をみての反射

もあることはいうまでもない(精神に起因する刺激と

しての感受性がさらにそこで反射される場合の反射も

これと同様である)。しかしいかにしてそれぞれの反

射になるのであろうか。それは感受性,混交時の想像,

結合時の思惟の量が他に対してまさるかまさらないか

にかかわるのであり,それぞれの量がまさるときに,

それぞれの反射になるといえるのである。身体を酷使

する肉体労働にあって,たとえその刺激としての感受

性が精神に伝わり反射されようとも,そこではもはや

混交や結合と関係することのない感受性自体の単独の

反射になるしかないのだ。想像も思惟も精神から空化

してしまうのである。

証明5 iCahiersI(ノートI)』 (1941)年より<U)。

plus g色neralement : eviter au maximum les

situations risquant de mettre en contradiction

les reactions brutes de la sensibilitとavec les

sentiments sup芭rieurs et la volont色. (傍線部
分は筆者)

「高級な諸感情や意思と感受性の自然のままの反射

を矛盾に陥らせる恐れのある状況を最大限避けること」

というなかのく感受性の自然のままの反射)には二つ

の内容が含まれているように思われる。そしてこの二

つの内容は証明4でみた感受性の意味と用法に対応し,

それを明確にさせるものになっている。証明4におい

てく新たな感受性〉として問うたのはそれが反射なる

意味をもつことであった。二つの内容のどちらにもこ

の反射のことが語られている。なぜなら高級な諸感情

(これは情動や情念に該当する諸感情になろう)と意

忠(考えあるいは思い)と一方にある以上,これらと

対等の感受性は反射としての感受性でなければならな

いからである。それゆえ,一つ目の内容は,その反射
°　°　●　●　●　°

としての感受性が自然のままの反射を有するというと

ころに関与してくるだろう。反射としての感受性が自

然のままの反射であれは,混交したり結合したりして

生み出される高級な諸感情と意思に無関係に,いいか

与ると高級な諸感情と意思と矛盾に陥らせることなく,

感受性自体が単独で反射される反射になることをさし

て語られるのではなかろうか。

もうひとつの内容は感受性が混交(高級な諌感情に

なる)したり結合(意思になる)したりする場合,
°　°　°　●　°　●

自然のままに反射されることを示唆するものとなる。

この際く感受性の自然のままの反射を矛盾に陥らせる)

ことをなくさせるには,たとえば証明4におけるくあ
°　°　°　°　●　°　°　°　●　●　●　°　●

る単語の音が眼を通って直接思惟のなかに入ってくる〉

の点線部分の直接思惟に感受性が捕えられる(結合さ

れる)のではなく,知覚機能の順序を踏まえること,

すなわち,まず感受性が想像と混交すること(高級な

諸感情が生み出される),次にこの混交した能力に思

惟が結合すること(意思が生み出される)が自然のま

まの反射なのであり,ここで指示される一般論だとい

うことになるのである。

証明6 『CahiersI (ノートI)J (1941年)より(15)。

Jai beau mourir, 1 univers continue. Cela
ne me console pas si je suis autre que luniven.
Mais si lunivers est　& raon　五me comme un

autre corps, ma mort cesse davoir pour

moi plus d'importance que celle d un inconnu.
De mime mes souffrances.

Que lunivers entier soit pour moi, par

rapportとmon corps, ce quest le b邑ton
dun aveugle, pour laveugle, par rapportと

sa main. II n a r色ellement plus sa sensibilite
dans sa main, mais au bout du b云ton. (傍
線部分は筆者)

二つ目の段落の訳文は次の通りである。 「全世界と

は私の身体にとって,盲人にとって彼の手の延長であ

る杖のようなものであって欲しいと思う。盲人は実際

に自らの感受性をもはや手に感じるのではなく,杖の

先きに感じるのだ」 (1univers entierを文意(盲人)

との関係で完全なまたは完壁な世界と訳出しない)0

ここでもシモ-ヌ・ヴI.-ユは杖の先きから感じるも

のが感覚ではなく,感受性でなければならないことを

明言している。その感受性はく自らの(彼の))とあ

る以上,精神に起因するかのようにもみられるが,そ

れ以前に盲人が杖の先きに感じるとあることから.何

よりもまず身体に起因する感受性であると捉えられる

(この感受性は身体に受け入れられる刺激となり,精

神に伝わるかぎりでは反射になるが,その反射させら

れている感受性を精神側からみることになれば,精神

がそれを受け入れている(刺激にする)ともいえるだ



!
I

I

-シモーヌ・ヴェ-ユにおける感受性の基礎的研究の証明と展開-　　　　　　27

ろう)。そしてこの点を欠いてく全世界とは私の身体

にとって)という関係が見出されてこないのである。

全世界と私の身体は身体における感受性なしにかかわ

ることが不可能なのだ。彼女は身体自体(世界のひと

つ)をも身体の外部(杖-世界のひとつ)をも身体に

起因する感受性によって精神に取り込め得るとここで

語っているように思われる。身体に起因する感受性の

生み出されることが,精神だけにではない全世界を感

じることなのであり,全世界と接触し得る条件になる

のだ。彼女がこのように全世界のことあるいは精神の

ことを考える上でも,この身体のことは必須な事項と

してあることがこれで明らかにされるというものであ

る。

証明7 『CahiersI(ノートI)』 (1941年)より('5)0

Changer le rapport physique entre soi et

le monde (physique, est-ce le mot propre?),

comme, par 1 apprentissage, l'ouvrier change
le rapport physique entre soi et l outil.(Le
raarin, entre soi et le bateau.) Blessures :

cest le metier qui rentre dans le corps.
Que toute souffrance fasse rentrer 1 univers

dans le corps.

Loutil fait perdre un mode de sensibilit色,

le remplace par un autre. On ne sent pas

sa fatigue, sa souffrance : On sent la fraise

appuyer sur la pi色ce, comment elle appuie.

Tous les m色tiers reposent sur des transports

de sensibilit色. Levier-en se baissant, on sent

quon lらve. (傍線部分は筆者)

ここでは二つ目の段落内における「感受性の様式」

と「感受性の伝達」という語句をあげるにとどめてお

く。前者はすでにみたように,感受性の形態がさまざ

まあることを意味させるものである。それには刺激と

しての感受性(精神に起因する感受性-外的な感受性,

身体に起Eqする感受性-内的な感受性),反射として

の感受性(感受性自体が単独で反射される反射,感受

性が想像と混交して反射される反射,混交した能力に

思惟が結合して反射される反射)があった。

後者のdes transports de sensibilit色を感受性の

伝達と訳しておいたのは,証明4のIes mecanismes

de transfert (伝達のメカニズム)のtransfer!の訳

にならったにすぎない。それはtransportにしろ

transfertにしろ,そのtrans-には「～の向うに」

という意味があるからだ。この伝達には感受性がとり

わけ証明6に記したような身体(内部)から精神(脂)

に伝えられるだけではむろんなく,さらに精神から身

体に伝えられることも当然あるとみておかなければな

盟Eauォ

なお,最初の段落は証明6の内容とかかわらせるこ

とによって,シモーヌ・ヴェーユがいかに身体のこと

について考えているかを明らかにする一例となろうが,

感受性の単語を中心に語っている筆者にとって,これ

以上のことは今残念ながら省略するほかないといって

おかなければならない。

証明8　FCahiersI (ノートI)』 (1941年)より(15)。

くCelui qui poss芭de la lurai芭re, comment

parle-t-il? Comment s assoit-il? Comment

raarche-t-il? )

Cest la vraie question.

〔Les objets des sens disparaissent d abord,

puis la sensibilite〕 (傍線部分は筆者)

「く光のとりこになっている人はいかに話し,腰を

かけ,歩くのか)。それが真の問題だ。

〔まず感官の対象が消滅し,次に感受性〕」

五行日の釣括弧はおそらく,シモーヌ・ヴェーユの

註釈であろう。そこから感覚だけでなく,感受性も感

官を伝わるということが了解される。しかしまた,感

官を通るのは一般的にいって感覚とされているのに,

ここにはその感覚について問うていないのが認められ

る0万が-それが問われるとして,感官に飛び込んで

くる対象の感覚はそれでもく消滅〉すると理解される

はずだ。それゆえ,他方の感受性がその問いの前面に

出てきてく次に感受性)なのだ。

ところでみての通り,次に感受性と訳し得るのみで,

あとが続かない。この感受性が主語名詞だとするなら,

動詞は何かである。二通りのことが予想できようが,

そのどちらもくIumi芭re (光))と関係するという視

点で語られなくてはならないだろう。まずこの動詞を

前文と同様のdisparaltre (消滅する)と捉える場合

が想定される。では次に感受性が消滅すると光との関

係は何か。ここでいう光とは超自然的なことであり,

神と置換してかまわない。一方の感受性は人間がこの

光に接し得る(とりこになる)際に何より最初の不可

欠なきっかけとなる自然的な能力なのである。その点

で,対象が刺激としての感受性になって感官に飛び込
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んでこなければならないだけではなく,精神(魂ある

いは脳)においてこの感受性が単独で反射されること

が必要になる。かかる反射が全き快(歓喜)や苦(不

辛)の要因として魂を包み込むやいなや,魂は超自然

的なものに移行されるとシモーヌ・ヴェーユはみてい

るように思われる。超自然的な魂になるに及んで,自

然的な能力である反射としての感受性はその役割を果

たしてしまう,すなわちく消淑)してしまうというわ

けである。

そして,予想されるもうひとつの動詞は何か。それ

をたとえば今みたようなく反射される〉と置きなおし

ても,光との関係では前段と同じ結果をもたらそう。

なぜなら,超自然的な光に対し,自然的な能力である

感受性は,たとえば光と同じ頚城をさすなかでの能力

としてあろう　く感受性以上)cmにならないかぎり.そ

の同じ額城のものとは扱えないし,それとしても語ら

れはしないからである。この感受性がもし感受性以上

になるならば,それ自身は当然く消滅する)ものになっ

てくるだろう(なおこの段落の内容は本来なら「感受

性の基礎的研究の証明と展開」のうち,展開の一部を

構成するものであろう。この点は証明4に指摘したこ

とと重なりあう)。それゆえ,隠されている動詞が何

であるにせよ, puis la sensibilit色のあとにはdispa-

raitre (消液する)の単数三人称の直説法現在の活用

形よりまさる動詞がくることはないといえるのだ。

証明9　fCahierslKノートII)J (1941年)より(拍)0

La joie est la pi色nitude du sentiment du

r色el.

Mais sou∬rir en conservant le sentiment

du reel est mieux. Souffrir sans sombrer

dans le cauchemar. Que la douleur soit, en

un sens, purement ext色neure・en un sens,

purement int色rieure. Quelle soit dans la

sensibilite seulement '・ext色neure, corame

etant hors des parties non sensibles de l五me

; int色neure, commeとtant hors de l univers.

(Je suis bien loin de cela.) La douleur,

cest le temps et lespace senfongant dans la

sensibilitと. (傍線部分は筆者)

この引用箇所の駅は以下の通りである。

「歓喜は現実感の充満である。

しかし現実感を失わずにいるならば,苦しむことは

さらによいものである。苦しみのなかに沈むことなく　′

苦しむこと。苦しみはある意味で完全に外的なもの,

ある意味で完全に内的なものでありますように。苦し

みのうち外的なものは,魂の感覚的でない部分の外に

あるものとして,その内的なものは,世界の外にある

ものとして,ただ感受性だけのなかにありますように。

(私はそれからとても隔たっている。)苦しみ,それ

は感受性のなかに入り込む時間と空間である」。

証明8で少し触れておいたような決や苦,とりわけ

ここに記される歓喜と苦しみのタームは,シモーヌ・

ヴェーユの現在検証している感受性の解明に当たって,

必ずや関与するキー・ワードになるように思われる

(筆者はそれらを「感受性の基礎的研究の証明と展開」

と膚するなかの「展開」において本格的に取り扱うつ

もりでいる)。

まず,苦しみが外的なもの(ext色rieure)であれ内

的なもの(intとrieure)であれ,くただ感受性だけの

なかにありますように)とは,苦しみが感受性にかか

わって成り立つことを示唆させる。苦しみはデカルト

に従えば,いわゆる「情念」の一種となる(20)。すなわ

ち,感情がもっとも激しく強くなったものである。シ

モーヌ・ヴェーユの場合,苦しみが感受性を起因にし

て生み出されるとみて間違いないだろうが,だからと

いって,この苦しみは感受性が想像と混交した受動的

感性のもっとも激しく強いものとみなしてよいのかど

うかなのである。筆者はこれに否定的である。むしろ,

苦しみは刺激としての感受性がそれ自体で単独に反射

される結果として名付けられたと捉えておきたい。な

ぜなら彼女は苦しみがくただ感受性だけのなかにあり

ますように)といっているからだ。しかし果たしてど

ちらの見方が正当性を得るかは,彼女の語る苦しみを

さらに問題にしもっとよく分析しないかぎり,答えを

見出せないのではなかろうか。それゆえ先きに,感受

性の基礎的研究の展開を待たなければならないといっ

てもおいたのだ。

次に,外的なもの(ext色rieure)や内的なもの

(interieure)と語られることから生じてくる問題で

ある。苦しみには外的なものと内的なものがあるとみ

るところから,それを外的な苦しみと内的な苦しみと

いうことにしても,前著がく魂の感覚的でない部分の

外にあるものとして〉,後者がく世界の外にあるもの

として)あるとされるそれぞれの釣括弧は何を意味す

るのか。前者のsensiblesの訳はここでは感覚的が妥

当であり　des parties non sensiblesである以上,
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魂には感覚以外のもの,すなわち感受性を受け入れる

(あるいは感受性にかかわる)部分が複数あると読む

ことができる。そこに立って,しかもこの際des

parties non sensiblesを括弧でくくってhors以下を

みるとく魂の外に)となるが,魂の外にとは一般的に

いって世界であろうと思われる。後者のhors以下の

く世界の外に)とは一般的にいって宇宙もしくはもう

ひとつの世界,いってよけ九は超自然的な世界のこと

伍E明8参照)だろうと考えられる。外的な(extをieure)

苦しみは,この世界と対応させてみれば,身体的な苦

しみ,少なくとも身体に起因する苦しみ,内的な

(int色rieure)苦しみは,この宇宙あるいはもうひと

つの世界(超自然的な世界)と対応させれば,精神的

な苦しみ,少なくとも梼神に起因する苦しみとして理

解されるのではなかろうか。

そして,外的な苦しみ,内的な苦しみはともにくた

だ感受性だけのなかにあ)り,く感受性のなかに入り

込む〉と語られることから,これにならえば,この感

受性にも外的な(exterieure)感受性と内的な

(interieure)感受性というような感受性があってよ

いことになるのだ。これはすでに筆者が主張していた

外的な感受性と内的な感受性に相当するものである

(この論稿では証明4と証明7参照)。ただし,筆者

が名付け得た外的な感受性と内的な感受性においては,

それらは同じ刺激としての感受性ではあるが,前著が

精神に起因する感受性,後者が身体に起因する感受性

としての了解があった。しかし,この引用文から外的

な(ext色rieure)感受性や内的な(intとrieure)感受

性があると容認した上で,それらと筆者の命名してい

た外的な感受性と内的な感受性を較べると,それらの

外的なや内的なは,筆者の用いてきた外的なや内的な

とまさしく逆に使われていることに気づかされるのだ。

この原因は引用文のext色rieurとinteneurをそれぞ

れ「外の,外観の」から「身体の」, 「内部の,心の」

から「精神の」という訳語として捉えたところにある.

その際,外的な(exterieure)感受性は刺激としての

慈受性が何よりもまず身体に生じること,内的な

(interieure)感受性は刺激としての感受性が何より

もまず精神に生じるということによって, exteneur

とint色rieurが使用されているといえるわけである。

ここから,引用文のext色rieurとinteneurにならお

うとするならば,その外的な(extとrieure)感受性は,

筆者が語ってきた内的な感受性.その内的な(int色rieure)

感受性は,筆者が語ってきた外的な感受性になるにち

がいない。しかしよく考えてみると,引用文における

ext色rieurとint色rieurなる形容詞が筆者のいう感受

性のそれぞれと入れかわっているにせよ,この形容詞

が問題になるだけであって,それぞれの内容(すなわ

ち,引用文の外的な(exterieure)感受性と筆者のみ

る内的な感受性は身体に起因する刺激としての感受性,

引用文の内的(int色rieure)感受性と筆者のみる外的

な感受性は精神に起因する刺激としての感受性)には

間違いないのである。これによって,外的な感受性と

内的な感受性のあることが確かめられたのである(な

おこれらの感受性については,これまでの「感受性試

論」のなかで,筆者がしばしば主張していたことだ)0

苦しみと表現されるかぎりでは,その原因となる刺

激としての外的な感受性も内的な感受性も精神(魂も

しくは脳)に伝わり単独にかあるI、は混交するかのい

ずれかに反射されるだろう(証明9の四番目の段落参

輿)が,この引用文ではかかる反射がどうなんだとい

うところに主眼がおかれ語られているようには思われ

ない。それよりもむしろ外的な感受性がく魂の外)の

もの,すなわち世界,内的な感受性がく世界の外)の

もの,すなわちもうひとつの世界(超自然的な世界)

とかかわっていることを強調していると読むことがで

きるのだ。

その際,精神に起因する内的な感受性(筆者のいう

外的な感受性)はむろんく世界の外)と直接関与し得

る能力になると思われるが,同時にく世界の外に〉関

係するのはその能力だけではないとみておく必要があ

ろう。これ以外に身体に起因する外的な感受性(筆者

のいう内的な感受性)もあって,これがたんに身体の

みの反射にとどまらず,精神に伝えられる場合がある

(証明6参照)のだから(このとき精神にとってその

反射が刺激として受け入れられてくるわけだ),その

外的な感受性が精神においてさらに反射される際,こ

れが内的な感受性の反射(この反射に外的な感受性が

組み込まれる場合も予想できる)と同様に,く世界の

外)と関係するが,その関係の仕方は内的な感受性と

く世界の外)との関係に較べて間接的であるといえよ

う。なぜならここでいう　く世界の外)への接触は精神

のみで満たされるのでは決してなく,まずは身体をか

かわらせることによって成り立ってくるからである。

しかし外的な感受性が身体から棉神に伝わるがゆえに,

精神は楕神だけからなす反射よりも,無限大といえる
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反射をかたちづくってくるのではないだろうか。

また内的な感受性もその反射によっては,く世界の

外に)ばかりかく魂の外に),すなわち世界に関係し

てくるだろう。内的な感受性はく魂の感覚的でない部

分),換言すると魂(精神)の感受性的な部分に受け

入れられるだけでなく,そこでさらに反射されるに及

んで,その反射は当然身体に伝わるにちがいない。こ

れは精神的なものがそれ以外のもの(身体)と結びつ

かせること,それはまたく魂の外)すなわち世界との

接触を意味させよう。ここでも内的な感受性において

身体もまた世界の一部になるといってよい(証明6参

輿)。しかしこの内的な感受性は世界と間接的にかか

わるものなのだ。他方その証明6でみたように,直接

世界と関係する身体に起因する外的な感受性(筆者の

いう内的な感受性)のことも想起すれば,一風　シモー

ヌ・ヴェーユにおける身体問題の解明を避けて通るこ

とは許されなくなるだろう。

そのひとつとして次なることが導き出されてくる。

身体に起因する外的な感受性はもっぱら苦いわゆる不

辛,精神に起因する内的な感受性はもっぱら快いわゆ

る歓喜や美に関係するように思われるが,それらの感

受性が直接的にせよ間接的にせよ,身体や精神に関与

するという場合,その身体や精神とはいかなることを

さして語られるのか。たとえば,内的な感受性におけ

る歓喜や美はく世界の外〉と関連するものであるが,

これらの対象は何よりもまずこの世界に求められるは

ずである。そのとき内的な感受性は視覚や聴覚を通し

て受け入れられるだろう。するとこの視覚や聴覚は誰

しもが身体部分というのであって,精神とみなすこと

がないのではないか。こうして内的な感受性は精神に

起因するということが否定されてくる。しかし筆者は

その視覚や聴覚を身体の一部でなく,精神(脂)の一

部とみる。なぜか。視覚や聴覚は他の身体(器官)部

分よりもっとも脳近くにあって,そのため脳の一部と

して捉える方が妥当であると思っているからである。

それゆえこの視覚や聴覚を除いた部分こそが身体とい

われるものになるのだ。

証明10　rCahiersII (ノートII)J (1941年)より(21)。

Transfigurer la sensibilitd par l色clairage

de luniversel. Le beau y parvient. (傍線部
分は筆者)

「普遍を照らすことによって,感受性を変化させる

こと。美は首尾よく感受性を変化させる」。証明9で

語っておいたように,美(その対象は何よりもまず世

界にあろう)は刺激としての感受性(シモーヌ・ヴェー

ユのいわんとする内的な感受性)として,視覚に受け

入れられるだろう。美がく普遍を照らす)ほどである

ならは.またそれだからこそ,いいかえると.美がも

うひとつの世界(超自然的な世界)を照射させるほど

であるならば,またそれだからこそ,感受性が変化す

ると読むことができるのである。感受性が変化すると

は,それが超自然的な世界-と橋わたしをさせるため

の反射なのである。そしてかかる感受性はそれ自身単

独で反射されるものになるだろう。もちろん超自然的

な世界は実際魂(精神)にかたちづくられよう。そのた

めにも感受性は反射されなければならないのである(22)。
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